
鳥取県における高齢化の現状と
認知症にやさしいデザイン

令和８年２月 ⿃取県⻑寿社会課

1



75歳以上の高齢者数の急速な増加
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（出典）厚労省社会保障審議会介護保険部会の資料
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鳥取県の世帯の状況鳥取県の世帯の状況
○2020年は、全世帯約22万世帯中、2.7万世帯が高齢者夫婦のみの世帯、2.8万世帯が高
齢者単身世帯。

○このうち、65歳以上の高齢者夫婦のみの世帯は2025年をピークに減少に転じるが、
単身世帯は65歳以上、75歳以上、85歳以上全ての区分で増加し続ける見込み。

○世帯構成は、単身世帯が増加し３世代世帯が減少。世帯１人当たりの人口は、2000
年の3.1人から2020年は2.5人に減少しており、今後さらに減少していく見込み。

（出典）（〜2020まで）国政調査、（2025〜）「国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所『日
本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）（2024年推計）』」より県⻑寿社会課作成 （出典）国勢調査（2000、2020）

⼈⼝：613,289 → 553,407

世帯１⼈当たりの⼈⼝（⼈⼝/世帯）
：3.1 → 2.5



人口が減少に転じていくなか、65歳以上人口は横ばい。75歳以上人口は増加
する。

鳥取県の人口の推移鳥取県の人口の推移
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単位 : ⼈



全国の高齢者数3,627万⼈（2022年9月15日時点）のうち認知症及びMCIを約1,001万⼈とすると約27%。
（出典：統計局「統計トピックスNo.132 」を読売新聞「認知症高齢者40年584万⼈ 九大など推計 軽度認知障害は612万⼈」を基に県⻑寿社会課で推計）

⿃取県の高齢者17.8万⼈（2023年度）に当てはめると、MCIの方：約26千⼈＋認知症の方：約22千⼈になります。要介護認定を受けていない方もおり、全貌は不明。

要介護認定を受けている方のうち、

認知症(※)の方 約22,000人
(※)認知症日常生活自⽴度Ⅱ以上の方

認知症の症状がありながら
要介護認定を受けていない方

要介護認定者数35,000⼈

高齢者の約3〜4人に1人が認知症
またはその前段のMCIの方の社会

MCIの方 約26,000人

鳥取県内はMCI及び
認知症の方約48,000人と推計
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認知症高齢者及びMCI（軽度認知障害）の方の数認知症高齢者及びMCI（軽度認知障害）の方の数



2023年
R5

2020年
R2

2017年
H29

2014年
H26

2008年
H20

2005年
H17

35,05134,851 34,368 33,192 27,459 25,270 要介護認定者数 ａ

22,22721,937 21,520 20,281 14,285 11,957 うち認知症自立度Ⅱ以上の者ｂ
（ｂ／ａ） （６３％）（６２％）（６２．６％）（６１．１％）（５０．０％）（４７．３％）

11,09511,294 11,028 9,980 7,205 5,950 
うち認知症自立度Ⅲ以上の者ｃ

（ｃ／ａ） （３２％）（３２％）（３２．１％）（３０．１％）（２６．２％）（２３．５％）

県では市町村の協力のもと3年ごとに「鳥取県認知症者生活状況調査」として、調
査実施年の4月における1か月間の要介護(支援)認定者に関し、主治医意見書の「認知
症高齢者の日常生活自立度」欄の記載内容を調査し、その割合から県内の認知症高齢
者数を推計しています。
この調査から、本県の2023年4月時点の認知症高齢者数(＝認知症高齢者の日常生活

自立度(以下「日常生活自立度」と記載)Ⅱ以上の方)は、約22,200人と推計されます。
ただし、実際には認知症の症状がありながら、要介護認定の申請を行わない高齢者

も一定数あることから、実態としてはさらに多いことが推測されます。
（単位 : ⼈）
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鳥取県の認知症者数の推移鳥取県の認知症者数の推移



認知症施策のこれまでの主な取組
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認知症施策推進大綱の基本的な考え方認知症施策推進大綱の基本的な考え方
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認知症の発症を遅らせ、認知症になっても
希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し、
認知症の⼈や家族の視点を重視しながら、
「共生」と「予防」※を車の両輪として施策を推進

※１ 「共生」とは、認知症の⼈が尊厳と希望を持って認知症とともに
生きる、また認知症があってもなくても同じ社会で共に生きる
という意味

※２ 「予防」とは、「認知症にならない」という意味ではなく、
「認知症になるのを遅らせる」
「認知症になっても進行を緩やかにする」 という意味
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1 認知症本人の社会参加支援
認知症本⼈の社会参加を推進し、そ

の視点を施策や地域啓発へ反映させる
ためのミーティングや研修等を開催す
る。
２ 認知症本人と家族への一体的支援
認知症本⼈と介護家族等（介護者）

を地域で支えるための、コールセン
ター運営・相談対応、ピアサポートを
実施する。

３ 認知症になっても安心して暮らせ
る共生社会
認知症サポーター等の養成、市町村

等の関係機関との連携、多業種連携な
どに取組む。

鳥取県 令和７年度認知症施策の概要

認知症サポートプロジェクト事業

４ 若年性認知症の方への支援
若年認知症サポートセンターの運営、関係機関とのネット

ワーク構築、企業や地域等への啓発研修等を実施する。
５ 認知症医療体制の充実
認知症疾患医療センターの運営及び地域の認知症医療の対

応や、早期発見、地域包括支援センター等との連携を進める
ため医療関係者への研修等を開催し、認知症医療に係る⼈材
を育成する。
６ 認知症高齢者介護人材の育成
認知症介護職員等を対象とした各種研修会の開催、認知症

地域支援推進員の⼈材を育成する。
７ デジタルを活用した認知症予防啓発
ICTを導入した認知症予防教室の実施、認知症に関する啓

発・情報発信の強化など、多くの高齢者がライフスタイルに
合わせて、早期からリスクを減少させる予防の実践が可能と
なるような環境を構築していく。
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認知症の２つの症状

認知症とは
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認知症の人だけでなく、
高齢者の方々の視点で考えられたデザイン

（出典）福岡市 認知症の⼈にもやさしいデザインの手引き

認知症にやさしいデザインとは？
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（出典）福岡市 認知症の⼈にもやさしいデザインの手引き

５つの視点
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明度のコントラストを弱くする

明度のコントラストを強くする
（出典）福岡市 認知症の⼈にもやさしいデザインの手引き

① 色（明度）の組み合わせ
認識してほしいものや気づいてほしいものに。

行く必要のない場所に。床はコントラストがあると段差に見えてし
まい、バランスを崩し転倒につながる危険性がある。
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読みやすくわかりやすいサインをつける

適切な場所にサインや、目印となる特徴的なものをつける

（出典）福岡市 認知症の⼈にもやさしいデザインの手引き

② サインと目印の活用
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わかりにくいピクトグラムは伝わりにくい

「対象物と人の動作の組み合わせ」、文字表記は伝わりやすい

（出典）福岡市 認知症の⼈にもやさしいデザインの手引き

×

〇

認知症の人にもわかりやすいピクトグラム



18（出典）福岡市 認知症の⼈にもやさしいデザインの手引き

影や暗い部分ができないように

十分な明かりを取り入れ、時間帯に合わせて明るさを調整する

③ 明るさの調節



（出典）福岡市 認知症の⼈にもやさしいデザインの手引き

自宅のような雰囲気を作る 目的の場所や物が直接見える工夫をする

乱雑な空間にしない 大きな模様や強い模様を使用しない

④ 親しみや安心感への配慮
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20（出典）福岡市 認知症の⼈にもやさしいデザインの手引き

安全、安心に屋外に出入りできる

⑤ 安全な屋外空間
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認知症にやさしいデザインとは？

誰にとっても過ごしやすい環境を作っていくこと

能力を引き出すデザイン
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ご清聴ありがとうございました。


